
発行者　　長井商工会議所　会頭　横 澤 泰 雄  山形県長井市館町北６番２７号
　　　　　電話８４－５３９４　URL http://www.nagai-cci.or.jp

平成2年5月21日　第三種郵便物認可（毎月１回１日発行）定価1部200円（★会員の購読料は会費に含まれています。）

発行日　平成 28年２月１日

2016.FEB vol.489

Topics
●新春講演会・祝賀会／・・・P1

●税制改正のポイント・・・P8～9

おかげ様で創立40周年

昭和61年
ヨーロッパインポートフェアinＮＡＧＡＩ

今
月
の
行
事
予
定

１
日（
月
） 

青
年
部
会
三
役
会（
研
修
室
）

 

県
内
経
理
担
当
職
員
研
修
会
〜
２
日（
山
形
市
）

２
日（
火
） 

女
性
会
新
年
会（
は
ぎ
苑
）

３
日（
水
） 

常
議
員
会（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

 

創
邑
会
〜
４
日（
研
修
室
）

４
日（
木
） 

お
お
た
工
業
フ
ェ
ア
〜
６
日（
東
京
都
）

 

青
年
部
会
役
員
会（
研
修
室
）

 

山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会
経
営
指
導
員
研
修
会
〜
５
日

（
栃
木
県
）

５
日（
金
） 

西
置
賜
産
業
会
視
察
研
修
〜
６
日（
宮
城
県
）

 

長
井
市
水
道
事
業
経
営
審
議
会（
長
井
市
役
所
）

６
日（
土
） 

第
13
回
な
が
い
雪
灯
り
回
廊
ま
つ
り

８
日（
月
） 

山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会
常
任
理
事
会（
会
頭
室
）

 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
中
小
企
業
相
談
所
長
説
明
会（
宮
城
県
）

９
日（
火
） 

日
本
商
工
会
議
所
研
修
会
〜
10
日（
東
京
都
）

10
日（
水
） 

東
北
経
済
産
業
局
補
助
金
説
明
会（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

13
日（
土
） 

生
産
基
盤
技
術
研
修
金
型
製
作
実
技
試
験

（
四
釜
金
属
工
業
㈱
）

16
日（
火
） 

長
井
市
観
光
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト 

フ
ォ
ー
ム 

 

設
立
準
備
会
幹
事
会（
は
ぎ
苑
）

 

知
財
総
合
支
援
窓
口（
相
談
室
）

17
日（
水
） 

日
本
商
工
会
議
所
委
員
会
〜
18
日（
東
京
都
）

18
日（
木
） 

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

19
日（
金
） 

青
年
部
全
国
大
会
岡
山
大
会
〜
20
日（
岡
山
県
）

21
日（
日
） 

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
東
京
都
）

22
日（
月
） 

長
井
ま
ち
づ
く
り
基
金
二
次
審
査
会（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

23
日（
火
） 

工
業
部
会
市
商
工
観
光
課
と
の
懇
談
会（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

24
日（
水
） 

三
役
会（
会
頭
室
）

25
日（
木
） 

商
工
会
議
所
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
運
営
研
究
会
〜
26
日

 

（
宮
城
県
）

 

会
計
啓
発
普
及
セ
ミ
ナ
ー（
研
修
室
）

 

本
町
・
中
央
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
理
事
会（
桑
島
記
念
館
）

26
日（
金
） 

税
務
個
別
相
談（
相
談
室
）

28
日（
日
） 

第
１
４
２
回
日
商
簿
記
検
定
試
験

29
日（
月
） 

長
井
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
視
察
研
修
〜
３
／
１

 

（
岩
手
県
） 2
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1 ２

　
長
井
商
工
会
議
所
６
部
会
（
工
業
、
建
設
、

金
融
・
保
険
、
商
業
、
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
、
生

活
衛
生
・
観
光
）
主
催
の
会
員
新
春
祝
賀
会
が

１
月
13
日
、Ｔ
Ａ
Ｓ
で
開
催
さ
れ
た
。
祝
賀
会
に

先
立
ち
、
法
政
大
学
教
授
で
テ
レ
ビ
番
組
の
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
な
ど
メ
デ
ィ
ア
で
も
活
躍
す
る
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
萩
谷
順
氏
が
「
日
本
の
未
来

と
地
方
の
行
方
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　
萩
谷
氏
は
安
倍
政
権
に
つ
い
て
、「
第
１
次
内

閣
は
憲
法
９
条
改
正
に
固
執
し
た
あ
ま
り
失
敗

し
た
が
、
第
２
次
内
閣
以
降
は
安
保
法
制
の
整

備
に
よ
る
日
米
同
盟
の
強
化
で
戦
争
へ
の
不
安
を

取
り
除
き
、Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
の

大
筋
合
意
で
豊
か
な
資
源
や
市
場
を
確
保
。
安

心
し
て
経
済
活
動
を
行
え
る
環
境
を
整
え
た
」

と
評
価
し
た
。
一
方
で
、
今
後
経
済
再
生
を
し
て

い
く
中
で
、
日
本
は
【
先
進
国
病
】
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
。「
借
金
は
増
や
さ
な
い
。
税
金
や
社

会
保
険
料
は
引
き
上
げ
な
い
。
社
会
保
障
支
出

を
増
や
さ
な
い
。
日
本
は
こ
の
３
つ
を
同
時
に
追

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
唯
一
の
解
決
方
法
が
【
経

済
成
長
】
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
中
で
、
昨
年
10
月
に
発
足
し
た
第
３
次

安
倍
政
権
の
目
玉
政
策
で
あ
る
「
１
億
総
活
躍

社
会
」
に
触
れ
、
実
現
に
向
け
た
３
つ
の
要
素

に
つ
い
て
解
説
し
た
。
１
つ
目
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
単
な
る
新
し
い

技
術
の
発
明
で
は
な
く
、「
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や

技
術
か
ら
社
会
的
意
義
の
あ
る
新
た
な
価
値
を

創
造
し
て
、
社
会
的
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

す
人
と
組
織
と
社
会
が
大
き
く
変
革
さ
れ
る
こ

と
」
で
あ
る
。
外
で
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
や
技
術

で
あ
っ
て
も
、
積
極
的
に
活
用
し
て
自
発
的
な
人

や
組
織
の
変
革
が
実
現
す
れ
ば
、
そ
れ
が
地
方

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
地
方
が
豊
か
に
な

る
方
法
で
あ
る
と
し
た
。
２
つ
目
に
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
阻
害
す
る
偏
差
値
重
視
の
「
教
育
」

を
あ
げ
、
受
験
戦
争
で
エ
リ
ー
ト
に
敗
れ
劣
等

感
を
持
っ
て
し
ま
う
中
堅
層
の
存
在
を
指
摘
。
中

堅
層
を
持
ち
上
げ
る
た
め
に
、
自
分
で
考
え
る

力
を
持
た
せ
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
を
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

３
つ
目
に
「
日
本
人
の
働
き
方
を
変
え
る
」
こ

と
を
あ
げ
、
こ
れ
ま
で
の
年
功
序
列
、
終
身
雇

用
に
よ
る
働
き
方
を
廃
止
し
、
労
働
に
よ
っ
て
生

み
出
し
た
付
加
価
値
を
重
視
し
た
、
性
別
や
年
齢
、

学
歴
等
が
賃
金
に
影
響
し
な
い
成
果
主
義
を
取

り
入
れ
る
べ
き
だ
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
出
産

育
児
休
暇
の
取
得
を
促
進
さ
せ
、
新
卒
一
括
採
用

を
止
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
た
。

　
最
後
に
、「
こ
れ
ま
で
の
日
本
は
明
治
維
新
の

黒
船
、
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
よ
う
に
外
圧
が
あ
っ
た

た
め
変
革
で
き
た
が
、
今
後
は
自
分
か
ら
変
革

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
人
一
人
が
日
々
の
生

活
の
中
で
、
違
っ
た
働
き
方
で
も
っ
と
暮
ら
し
を

豊
か
に
す
る
方
法
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
金
が

た
く
さ
ん
稼
げ
て
余
暇
が
あ
る
仕
事
を
ど
う
や
っ

て
目
指
す
か
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
答
え

が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
」
と
ま
と
め
た
。

　
講
演
後
の
祝
賀
会
で
は
、
今
年
一
年
の
商
売
繁

盛
を
祈
念
す
る
合
同
祈
願
祭
に
続
き
、
加
藤
眞

佐
夫
副
会
頭
が
年
頭
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。
そ
の

後
当
所
青
年
部
会
が
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
渋
谷
佐
輔
長
井
市
議
会
議
長
の
乾
杯
の

発
声
で
祝
宴
が
催
さ
れ
た
。

法政大学教授・ジャーナリスト

萩谷順氏招き講演

会
員
集
い
、新
年
の
門
出
祝
う

会
員
集
い
、新
年
の
門
出
祝
う

2016
会員新春
祝賀会

2016
会員新春
祝賀会

●
講
演
会
に
は
約
１
５
０
人
が

　
聴
講
し
た

●「日本人の働き方を変える」ことが重要だと説いた萩谷氏

●今年一年の商売繁盛を祈念し執り行われた合同祈願祭●全国サッカー大会の成功に向け会員の協力を仰いだ
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長
井
市
長
、

市
議
会
議
長
へ
要
望
書
提
出
！

平
成
28
年
度

　長
井
市
に
対
す
る
要
望
事
項

平
成
28
年
度

　長
井
市
に
対
す
る
要
望
事
項

長
井
市
長
、

市
議
会
議
長
へ
要
望
書
提
出
！

　
当
所
横
澤
会
頭
、加
藤
副
会
頭
、塚
田
専

務
理
事
は
昨
年
末
、内
谷
重
治
長
井
市
長
と

渋
谷
佐
輔
長
井
市
議
会
議
長
を
訪
ね
、地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め「
平
成
28
年
度

長
井
市
に
対
す
る
要
望
書
」を
提
出
し
た
。

　
こ
の
要
望
書
に
は
、「
中
小
企
業
の
経
営

力
強
化
に
対
す
る
支
援
」や「
地
域
の
価
値

を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
推
進
」に
加

え
、昨
年
10
月
に
開
催
し
た「
長
井
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
」に
お
い
て
提
案
さ

れ
た
、競
技
用
け
ん
玉
生
産
日
本
一
の
知
名

度
や
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
利
活
用
し
た
取

り
組
み
へ
の
支
援
な
ど
、全
17
項
目
が
盛
り

込
ま
れ
た
。そ
の
中
で
横
澤
会
頭
は「
当
所

の
事
業
活
動
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
る『
弛

ま
ざ
る
挑
戦
、着
実
な
前
進
、活
力
あ
る
長

井
の
創
造
』を
踏
ま
え
、様
々
な
課
題
に
会

員
事
業
所
が
自
ら
取
り
組
む
こ
と
を
基
本

と
し
つ
つ
も
、行
政
の
支
援
を
得
な
が
ら
会

員
の
総
力
を
結
集
し
て
長
井
市
経
済
の
活

性
化
に
努
め
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

Ⅰ
．
明
る
い
未
来
を
築
く
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　（
長
井
創
生
）
施
策

１
．
少
子
化
・
人
口
減
少
に
対
す
る
施
策
の

推
進

　
①
長
井
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
基
づ
く
目
標
達
成
に
向

け
た
取
り
組
み

　
②
移
住
（
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
定
着
）
対

策
の
充
実

　
③
若
者
交
流
事
業
（
婚
活
）
へ
の
支
援

　
④
ふ
る
さ
と
の
見
直
し
と
帰
属
意
識
高

揚
対
策
の
実
施

２
．
地
域
の
価
値
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
施

策
の
推
進

　
①
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
機
関
の
機

能
強
化
に
対
す
る
支
援

　
②
環
境
保
全
に
よ
る
長
井
ブ
ラ
ン
ド
創

出
に
対
す
る
取
り
組
み
へ
の
支
援

Ⅱ
．
活
力
あ
る
産
業
を
育
成
・
支
援
す
る

た
め
の
（
産
業
基
盤
強
化
）
施
策

１
．
も
の
づ
く
り
産
業
支
援
策
の
充
実
強
化

　
①
基
盤
強
化
及
び
助
成
事
業
の
継
続
拡
充

　
②
飯
豊
町
と
の
連
携
に
よ
る
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
関
連
産
業
の
振
興

２
．
中
小
企
業
の
経
営
力
強
化
に
対
す
る
支
援

　
①
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
経
営
力
強

意
見
・
要
望
活
動

化
の
支
援

　
②
創
業
支
援
策
の
安
定
的
な
実
施
の
た

め
の
創
業
支
援
事
業
計
画
の
認
定

Ⅲ
．
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　（
地
域
活
性
化
）
施
策

１
．
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
へ
の

支
援
の
拡
充

　
①
空
き
店
舗
及
び
歴
史
的
建
造
物
の
活

用
促
進

２
．
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
振
興

　
①
競
技
用
け
ん
玉
生
産
日
本
一
の
知
名
度

を
活
か
し
た
展
開

　
②
年
間
滞
在
観
光
誘
客
の
仕
組
み
づ
く
り

　
③
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
活
用
し
た
観
光

資
源
の
再
発
掘

３
．
商
工
会
議
所
青
年
部
第
14
回
全
国
サ
ッ

カ
ー
大
会
長
井
大
会
開
催
に
対
す
る
支
援

　
①
長
井
市
管
理
施
設
及
び
備
品
使
用
に

関
す
る
優
先
配
慮

　
②
大
会
準
備
及
び
運
営
に
係
る
支
援
に

つ
い
て

４
．
タ
ス
の
老
朽
化
等
に
対
す
る
支
援

　
②
タ
ス
の
大
規
模
修
繕
及
び
再
生
整
備

等
に
対
す
る
支
援



3 ２

電
力
小
売
り
自
由
化
　
16
年
４
月
全
面
開
始

　
わ
が
国
の
電
気
事
業
制
度
は
１
９
９
５
年
以
降
、

競
争
原
理
の
導
入
や
小
売
自
由
化
対
象
の
順
次
拡

大
な
ど
累
次
の
改
革
が
行
わ
れ
、
現
在
は
第
５
次

改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
５
次
改
革
は
、
三
段
階
に
分
け
て
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
第
一
段
階
と
し
て
、
今

年
４
月
に
電
源
の
広
域
的
な
活
用
に
必
要
な
送
配

電
網
の
整
備
等
を
担
う
電
力
広
域
的
運
営
推
進

機
関
を
設
立
。
第
二
段
階
と
し
て
、
２
０
１
６
年

４
月
に
電
力
の
小
売
が
全
面
的
に
自
由
化
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
間
、
大
規
模
な
工
場
等
が
利
用
す

る
電
力
の
小
売
に
つ
い
て
は
既
に
自
由
化
さ
れ
、

地
域
の
大
手
以
外
の
電
力
会
社
か
ら
電
力
を
購
入

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
来
年
４
月
か
ら

は
、
小
規
模
の
事
業
所
や
一
般
家
庭
を
含
め
た
す

べ
て
の
電
気
の
需
要
家
に
対
す
る
小
売
が
自
由
化

さ
れ
、
需
要
家
は
電
力
の
購
入
先
を
自
由
に
選

択
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
そ
こ
で
今
般
、
全
面
自
由
化
さ
れ
る
電
力
市
場

で
適
切
な
取
引
が
行
わ
れ
る
よ
う
監
視
等
を
行

う
、
電
力
取
引
監
視
等
委
員
会
の
箕
輪
恵
美
子

委
員
に
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
、
電
力
小
売
全

面
自
由
化
に
よ
り
需
要
家
が
享
受
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
や
注
意
点
等
に
関
す
る
特
別
寄
稿
文
を
紹
介

す
る
。

小
工
場
や
家
庭
も
購
入
可
能

　
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
家
庭
向
け
の
電
気
の
小

売
自
由
化
が
始
ま
り
ま
す
。
２
０
０
０
年
か
ら
大

規
模
工
場
で
は
自
由
化
が
始
ま
っ
て
お
り
、
地
域

の
電
力
会
社
以
外
の
事
業
者
か
ら
も
電
気
を
買
う

ぶ
際
に
疑
問
に
思
う
事
柄
や
一
般
的
な
電
力
小
売

り
自
由
化
の
仕
組
み
に
つ
い
て
Ｆ
Ａ
Ｑ
を
作
成
し

て
お
り
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（h
ttp
://w

w
w
.e
m
sc
.m
e
ti.g
o
.jp
/in
fo
/f

a
q
/in
d
e
x.h
tm
l

）。

　
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
分

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
小
売
電
気
事
業
者
選
択
の
た

め
の
情
報
収
集
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
注
）
電
力
取
引
監
視
等
委
員
会
＝
電
力
市
場
に

お
け
る
健
全
な
競
争
が
促
さ
れ
る
よ
う
、
市
場

の
監
視
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
経
済
産
業
大

臣
直
属
の
組
織
と
し
て
、
平
成
27
年
９
月
に
設
立
。

法
律
、
経
済
、
工
学
な
ど
の
専
門
家
５
人
の
委
員

お
よ
び
専
属
の
事
務
局
か
ら
構
成
。
電
力
市
場
に

お
い
て
適
正
な
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
か
監
視
す

る
ほ
か
、
電
力
小
売
営
業
の
ル
ー
ル
な
ど
必
要
な

制
度
づ
く
り
に
も
関
与
す
る
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
そ
の
範
囲
が
小
規
模

工
場
や
一
般
家
庭
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　
こ
の
自
由
化
に
伴
い
、
都
市
ガ
ス
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、

石
油
、
通
信
、
商
社
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
多
様
な
事

業
者
が
電
力
小
売
り
に
参
入
し
て
く
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
そ
う
し
た
事
業
者

に
よ
る
料
金
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
や
、
電
気
と
他

の
商
材
・
サ
ー
ビ
ス
と
の
セ
ッ
ト
販
売
な
ど
、
皆

さ
ま
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
よ
り
多
く
の
事
業
者
が
電
力
小
売
に
参
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
間
の
競
争
が
活
性
化

す
る
こ
と
を
通
し
て
電
気
代
が
安
く
な
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
と
し
て
は
、
新
し
い
事
業
者
か
ら
電

気
を
買
う
こ
と
に
対
し
て
停
電
な
ど
の
心
配
を

す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の

事
業
者
か
ら
電
気
を
買
っ
て
も
停
電
が
起
き
や
す

い
、
起
き
に
く
い
と
い
っ
た
差
は
な
く
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
電
力
会
社
の
送
配
電
網
を
経
由
し

て
家
庭
な
ど
に
届
き
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
料
金
メ
ニュ
ー

　
む
し
ろ
、
自
分
が
ど
の
時
間
に
ど
の
く
ら
い
電

気
を
使
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
自
分
に
合
っ
た

よ
り
よ
い
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

積
極
的
に
電
気
料
金
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
今
回

新
た
に
事
業
者
を
選
択
し
な
く
て
も
電
力
会
社

が
現
在
の
料
金
で
供
給
を
継
続
し
ま
す
の
で
、
電

気
の
供
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ま
が
積
極
的
に
選
択
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
小
売
事
業
者
が

料
金
そ
の
も
の
の
み
な
ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
通
し
て
顧
客
を

獲
得
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
よ
り

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
ま
ず
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

の
Ｈ
Ｐ
に
記
載
さ
れ
た
「
小
売
電

気
事
業
者
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（h
ttp
://w

w
w
.e
n
e
c
h
o
.m
e
ti

.g
o
.jp
/c
a
te
g
o
ry/e

le
c
tric
it

y_a
n
d
_g
a
s
/e
le
c
tric
/s
u
m

m
a
ry/re

ta
ile
rs_list/)

小
規
模
工
場
や
一
般
家
庭
向
け
の

電
気
は
、
国
の
登
録
を
受
け
た
こ

の
「
小
売
電
気
事
業
者
」
か
ら
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
事
業
者
か
ら
勧
誘
が
あ
っ

た
場
合
は
、
こ
の
小
売
電
気
事
業

者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
無
関
係
な
事
業
者
で
あ
れ
ば
小
規
模
工

場
や
一
般
家
庭
に
電
気
を
売
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
登
録
さ
れ
た
「
小
売
電
気
事
業
者
」
は
、

契
約
を
結
ぶ
際
に
、
契
約
期
間
、
電
気
料
金
、

解
約
の
際
の
制
約
な
ど
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
疑
問
な

点
は
、
う
や
む
や
に
せ
ず
、
納
得
の
い
く
ま
で
事

業
者
に
説
明
を
求
め
た
上
で
、
契
約
を
結
ん
で
く

だ
さ
い
。

事
業
者
選
択
へ
情
報
収
集
を

　
私
が
委
員
を
務
め
る
経
済
産
業
省
の
電
力
取

引
監
視
等
委
員
会
（
注
）
で
は
、
電
気
事
業
者

を
選
択
す
る
際
に
必
要
な
情
報
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
悪
質
な
事
業
者
へ
の
監
視
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ
で
も
、
契
約
を
結

有
効
活
用
で
コ
ス
ト
低
減

電力取引監視等委員会
委員  箕輪　恵美子氏

（図）我が国における電力小売自由化の経緯

●　2000年以降、電力の小売りについて段階的に自由化（新規参入）を実施。

●　2016年４月からは、一般家庭向けへの新規参入が可能。一般家庭を含む全ての需要家が
　　電力会社や料金メニューを自由に選択可能。

【契約ｋＷ】
（電圧 v）

【2000ｋＷ】
（20000v）

【50ｋＷ】
（6000v）

（100v～
200v）

2000年3月～ 2004年4月～ 2005年4月～ 2016年4月～

自由化部門

・大規模工場など

電力量　２６％

電力量　74％

規制部門

・中規模工業/スーパー

電力量　60％

規制部門

・小規模工業など

自由化部門

電力量　40％

自由化部門

電力量　62％

電力量　38％

・家庭/コンビニなど

（2013年度時点）

（2013年度時点）

規制部門

自由化部門

全面自由化

（注）重要家保護の観点から、経過措置として料金規制を残す。

（
注
）
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2,000【業種別】 件　数
※（　）は、西置賜の数字 ％ 負債総額

（百万円） ％

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業） 0

0

1

0

2

0

0

0

0

3

0.0

0.0

33.3

0.0

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0

0

80

0

3,956

0

0

0

0

4,036

0

0

2.0

0

98.0

0

0

0

0

建 設 業 　　

製 造 業 　　

卸 売 業 　　

小 売 業

金融・保険業

不 動 産 業 　　

運輸・通信業

サービス業

計 （1）

（1）

100.0

協力／㈱東京商工リサーチ山形支店

区　分 新　築 増改築

専用住宅
件 数 11

1,871.92

1

172.97

2

92.74

14

2,137.63

1

37.79

0

0.00

0

0.00

1

37.79

延べ面積

併用住宅
件 数

延べ面積

そ の 他
（工場・　　
　 店舗含）

件 数

延べ面積

合 計
件 数

面 積

協力／長井市建設課　

★山形県企業倒産状況
）上以円万000,1 額総債負（  

【平成27年12月度】
負債額単位：百万円

★建築確認申請状況
）市井長（  　　　　　　　　　

【平成27年12月延べ面積単位：㎡】

★長井市の人口　平成27年12月31日現在

有効求人
倍　　率

有　　効
求 人 数

有　　効
求職者数

　　　月
項目　　

　人　口　27,946人（男 13,491人、女 14,455人）

　 世帯数　9,756　　　　　　　　　　　　  　協力／長井市

★月別求人倍率・有効求人・有効求職の状況 ）数全む含をムイタトーパ（ 

LOBO調査 ［商工会議所早期景気観測調査］
○調査期間：２０１５年１２月１１日～１７日
○調査対象：全国の４２２商工会議所が２９６６企業等
　　　　　　 にヒアリング
（内訳）建設業：４５３　製造業：７１５
　　　　卸売業：３２０　小売業：７０７
　　　　サービス業：７７１

【全国の12月調査速報】

産 業 別 概 況

業況ＤＩは、横ばい圏内の動き。
先行きも懸念材料払拭できず、足踏み続く

Ｈ26.11月

協力／ハローワーク長井

　１２月の全産業合計の業況ＤＩは、▲１７.２と、前月か

ら＋０.９ポイントのほぼ横ばい。堅調な観光需要や住宅投

資の持ち直しのほか、北米向け輸出・新型車効果に下支え

された自動車を中心に、関連業種で業績改善が進む。他方、

最低賃金の引き上げや人手不足を背景とする人件費の上昇、

価格転嫁の遅れなどに加え、中国経済減速や暖冬の影響に

よる受注・売上の減少を指摘する声も聞かれており、中小

企業の景況感は、改善に向けた動きが鈍く、足踏み状況が

続く。

　　　　

　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲１８.２（今月

比▲１.０ポイント）と、ほぼ横ばいを見込む。観光需要の

牽引や住宅投資の持ち直しに加え、冬の賞与増を含む所得

環境の好転による消費拡大への期待がみられるものの、人

手不足や人件費の上昇、価格転嫁の遅れが足かせとなる状

況に変わりはない。また、新興国経済の動向や消費者心理

の二極化などへの懸念が企業のマインドを鈍らせているこ

とから、中小企業においては、先行きに慎重な姿勢を崩し

ておらず、足踏みが続く見通し。

【建設業】からは、「鉄筋工や型枠工、重機オペレーター
などの不足が続いており、人材確保のため、賃上げを含
めた待遇改善を進めたい」（一般工事業）、「鋼材など一
部の建材価格が下落し、採算面で好影響がみられる」（建
築工事業）、「大企業を中心にデータ通信設備への投資が
増えているため、受注に繋げられるよう対応策を検討中」
（電気工事業）などの声が寄せられている。
………………………………………………………………………
【製造業】からは、「住宅投資の持ち直しに伴い、住宅メー
カーからオーダーメイド家具の受注が伸びている」（家具製
造業）、「建設機械関連をはじめ新興国向けの引き合いが鈍
く、休業日を設けるなど、生産調整を行わざるを得ない」
（産業用機械部品等製造業）、「取引先である造船会社の業績
が好調。自社も受注が伸びているが、現在の生産能力では
対応しきれず、納期遅れが懸念される」（金属部品等製造
業）などの声が寄せられている。
………………………………………………………………………
【卸売業】からは、「冬物衣料の受注増を見込んでいたが、
暖冬が続いたため、小売店の販売不振が相次ぎ、在庫が積
み上がっている」（衣料品卸売業）、「業績が伸びており、一
段の営業強化のため、新卒採用を行ったが、内定辞退が発
生。当面は採用活動を続けるが、人材を確保できるか不安」
（食料品卸売業）、「電力会社や化学メーカーをはじめ、プラ
ント関連の受注が堅調なことから、賃上げを実施した」（産
業用資材卸売業）などの声が寄せられている。
………………………………………………………………………
【小売業】】からは、「お歳暮やクリスマスにあわせたイ
ベントが奏功し、客足が伸びた。また、初売りに向けて
高価格帯の福袋を企画しており、売上増に期待したい」
（百貨店）、「人手不足であるが、収益改善の遅れからア
ルバイトの時給を引き上げる余裕がなく、採用募集をし
ても集まらない」（総合スーパー）、「１２月に入っても
気温の高い日が続き、冬物衣料や保温グッズなどの動き
が鈍く、苦戦している」（商店街）などの声が寄せられ
ている。
………………………………………………………………………
【サービス業】からは、「原油安の恩恵はあるものの、荷主
から軽油価格下落分の値下げ要請が強まりつつあり、対応
に苦慮している」（運送業）、「週末を中心に忘年会や新年会
の予約が伸び、売上は前年度並みを確保」（飲食店）、「宿泊
利用が堅調。更なる集客を図るため、スマートフォンにも
対応した予約システムなどを導入したい」（旅館業）などの
声が寄せられている。

10月
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741

11月
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2 月 3 月
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884
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1.19

889

744

12月
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Ｈ27.1月
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5 月
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6 月
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長井ロボットプロジェクト責任監修

　
長
井
市
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
大
会
や
少
年
少
女
ロ
ボ

ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
は
、
米
沢
市
出
身
の
芝
浦
工
業
大
学 

名
誉
教
授 

春
日
智
恵

先
生
の
貢
献
が
大
き
い
。
R
O
B
O
‐
O
N
E
を
誘
致
し
た
き
っ
か
け
に
も

な
っ
て
い
る
。

(

以
下
、
本
文
は
小
関
博
資
・
昌
和
製
作
所
社
長)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

　
も
の
づ
く
り
教
育
は
成
人
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。
平
成
バ
ブ
ル
期
に

給
料
の
高
い
文
系
の
職
種
が
人
気
に
な
り
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
は
高
齢
化

の
一
途
を
辿
っ
て
き
た
。

　
子
供
達
は
ゲ
ー
ム
に
没
頭
し
、
ナ
イ
フ
や
彫
刻
刀
は
危
な
い
の
で
使
わ
な

い
。

　
手
先
が
器
用
な
人
達
は
生
ま
れ
付
き
で
は
な
く
、
幼
い
頃
か
ら
手
作
業
を

す
る
こ
と
で
培
わ
れ
る
。
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
芝
浦

工
大
春
日
智
恵
教
授
は
、
毎
年
入
学
し
て
く
る
学
生
達
の
工
作
力
が
年
々
低

下
し
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
小
学
生
か
ら
の
も
の
づ
く
り
教
育
を
企

画
立
案
し
た
。
そ
し
て
小
学
生
向
け
の
ロ
ボ
ッ
ト
教
育
キ
ッ
ト
を
製
作
、「
少

年
少
女
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
主
催
し
て
く
れ
る
地
域
を
探
し
て
い
た
。

東
京
や
新
潟
、
富
山
な
ど
も
検
討
し
た
が
、
米
沢
市
出
身
で
あ
る
春
日
教
授

は
山
形
県
内
で
主
催
し
て
欲
し
い
と
考
え
、
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
東
北
大
会
を

運
営
し
て
い
る
長
井
市
に
持
ち
か
け
、
２
０
０
１
年
に
第
一
回
少
年
少
女
ロ

ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
山
形
県
は
人
口
当
た
り
の
工
業
高
校
の

数
が
日
本
一
で
あ
り
、
も
の
づ
く
り
教
育
を
最
初
に
広
め
る
場
所
と
し
て
も

最
適
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
現
在
で
は
、
芝
浦
工
大
の
あ
る
東
京
を
中
心
に
新
潟
、
富
山
、
香
川
な
ど

全
国
展
開
し
、
昨
年
全
国
31
カ
所
で
開
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
選
抜
さ
れ
た

小
中
学
生
１
３
７
名
で
、
全
国
大
会
も
行
わ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
累
計
の
受

講
者
は
、
２
万
人
に
も
及
ん
で
い
る
。

h
ttp

://e
xte

n
sio

n
-p
ro
g
ra
m
s.sh
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a
u
ra
-it.a

c
.jp
/rs

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
大
人
が
直
接
小
学
生
に
教
え
る
の

で
は
な
く
大
学
の
先
生
が
大
学
生
に
教
え
、
大
学
生
が
高
校
生
に
、
そ
し
て

高
校
生
が
小
中
学
生
に
教
え
る
点
で
あ
る
。
何
故
そ
う
な
っ
た
か
と
い
う
と
、

大
学
教
授
が
小
学
生
に
教
え
た
だ
け
で
は
、
そ
の
中
間
の
世
代
に
空
白
が
で

き
て
し
ま
う
。
一
気
に
大
人
か
ら
子
供
ま
で
を
も
の
づ
く
り
教
育
し
て
い
く

に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
？
と
考
え
た
と
こ
ろ
出
て
き
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
教

わ
っ
た
人
が
下
の
世
代
に
教
え
て
い
く
こ
と
だ
っ
た
。

　
こ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
大
学
生
・
高
校
生
達
が
教
わ
っ
た
こ
と
を
自
分

が
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
真
剣
に
聞
く
。
そ
し
て
教
え
る
こ
と
で

教
わ
っ
た
こ
と
が
身
に
つ
い
て
く
る
。
長
井
で
実
施
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
は
、

長
井
工
業
高
校
の
生
徒
達
が
指
導
に
携
わ
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
左
記
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
参
照
願
い
た
い
。
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昨
年
12
月
の
セ
ミ
ナ
ー
は
53
名
が
参
加
し
た
が
、
全
国
31
箇
所
で
開
催
し

た
中
で
も
長
井
市
の
セ
ミ
ナ
ー
は
参
加
者
が
多
い
。
こ
れ
は
や
は
り
15
年
の

間
、
何
が
あ
っ
て
も
開
催
を
継
続
し
て
き
た
、
置
賜
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
関
係
者
の
方
々
の
努
力
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
当
日
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
見
て
頂
き
た
い
。
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ttp
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次
回
は
、
少
年
少
女
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
で
使
わ
れ
て
い
る
キ
ッ
ト
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
。

図１　少年少女ロボットセミナー ちらし

図２　長井工業高校の生徒が指導

図３　今回はペッパーも子供達と交流

図４　ハーフサイズで優勝のマウス
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12/30

●講演する小倉氏

●あいさつにたつ寺嶋支部長

消 費 税
転嫁対策

企
業
経
営
の

行
方
を
学
ぶ

　
当
所
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
や
来

年
４
月
に
予
定
さ
れ
い
る
軽
減
税
率
の
導

入
な
ど
に
よ
っ
て
、
企
業
経
営
は
ど
う
変

わ
る
の
か
を
知
っ
て
も
ら
う
べ
く
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
、
11
名
が
参
加
し
た
。
講
師

の
小
倉
徳
彦
氏
（
㈲
実
践
総
合
研
究
所
代

表
取
締
役
）
は
、「
経
営
環
境
の
変
化
に

伴
う
中
小
企
業
経
営
の
行
方
」
と
題
し
講

演
し
た
。
小
倉
氏
は
、
戦
後
の
日
本
の
景

気
は
60
年
周
期
で
あ
り
、
２
０
３
５
年
ま

で
好
景
気
は
続
く
と
説
明
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
中
小
企
業
は
、
社
会
の
ニ
ー

ズ
と
自
社
の
強
み
を
し
っ
か
り
と
把
握
し

経
営
戦
略
を
た
て
る
こ
と
で
、
経
営
環
境

の
変
化
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

12/17

12/17

青 年
部 会

次
年
度
体
制
決
ま
る

　
当
所
青
年
部
会（
芳
賀
武
会
長
）は
、平

成
28
年
度
役
員
を
決
め
る
第
２
回
臨
時
総

会
を
Ｔ
Ａ
Ｓ
で
開
催
し
た
。７
月
に
全
国

サ
ッ
カ
ー
大
会
を
控
え
、ス
ム
ー
ズ
に
次

年
度
へ
移
行
で
き
る
よ
う
、現
役
員
が
留

任
す
る
形
と
な
っ
た
。主
な
役
職
に
つ
い

て
は
以
下
の
通
り（
敬
称
略
）。

【
会
　
長
】芳
賀
　
武（
芳
賀
鉄
工
所
）

【
副
会
長
】志
田
敦
史（
㈱
シ
ダ
）

【
　
〃
　
】石
田
和
義（
㈲
い
し
だ
自
動
車
）

【
専
　
務
】飯
澤
智
弘（
㈲
二
ツ
橋
商
店
）

【
会
　
務
】鈴
木
政
宏（
㈱
あ
ん
し
ん
情
報
館
）

【
直
前
会
長
】鈴
木
英
明（
和
菓
子
司
風
林
堂
）

【
総
務
部
長
】白
井
賢
一
郎（
白
井
時
計
眼
鏡
店
）

【
〃
副
部
長
】横
山
敬
生（
㈲
ム
ス
メ
ヤ
花
店
）

【
事
業
部
長
】蜂
谷
拓
郎（
フ
タ
バ
長
井
店
）

【
〃
副
部
長
】鈴
木
智
子（
す
ず
き
看
板
）

【
研
修
部
長
】大
場
賢
一（
㈲
大
場
燃
料
店
）

【
〃
副
部
長
】須
藤
誠
司

（
㈲
ナ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
長
井
店
）

【
社
会
部
長
】井
上
雅
晴（
貿
上
醤
油
店
）

【
〃
副
部
長
】船
山
良
範（
レ
ス
ト
ラ
ン
ジ
ュ
ア
ン
）

【
Ｓ
Ｉ
Ｐ
委
員
長
】

　
　
　
　
樋
口
泰
栄（
樋
口
司
法
書
士
事
務
所
）

【
〃
副
委
員
長
】

　
　
　
　
丸
川
祐
太（
㈱
丸
川
）

【
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
実
行
委
員
長
】

　
　
　
　
渡
部
正
之（
ワ
タ
ナ
ベ
製
材
所
）

本 町
支 部

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

　
当
所
本
町
支
部
は
、
喜
美
乃
家
で
総
会

を
開
催
し
事
業
計
画
・
予
算
を
承
認
し
た
。

併
せ
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
寺
嶋
宏
武

氏
（
テ
ラ
シ
マ
電
子
㈱
）
が
支
部
長
に
就

任
し
た
。

1/14
●あいさつに立つ井上理事長

長井青年
会 議 所

新
役
員
体
制
で

賀
詞
交
歓
会

　
公
益
社
団
法
人
長
井
青
年
会
議
所
の
賀

詞
交
歓
会
が
は
ぎ
苑
で
行
わ
れ
た
。
２
０

１
６
年
度
の
活
動
方
針
を
広
く
伝
え
る
機

会
で
あ
り
、
遠
藤
健
司
長
井
市
副
市
長
や

Ｏ
Ｂ
ら
を
招
い
て
の
催
し
。
今
年
度
役
員

は
以
下
の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
理
事
長
】井
上
典
嗣
（
㈱
事
務
機
セ
ン
タ
ー
青
光
社
）

【
直
前
理
事
長
】
板
垣
洋
一
（
板
垣
塗
装
店
）

【
監
　
事
】
鈴
木
喜
典
（
㈲
萬
寿
屋
）

【
副
理
事
長
】
大
竹
貴
之
（
大
竹
電
気
工
事
㈱
）

【
　
〃
　
】
樋
口
和
哉
（
㈲
新
ナ
ガ
モ
ク
）

【
専
務
理
事
】
梅
津
壮
一
郎
（
（資）
三
浦
屋
書
店
）

【
未
来
創
造
会
議
議
長
】

　
　
　
　
　

齋
藤
繁
喜（
㈱
ベ
ル
テ
ィ
ー
サ
イ
ト
ウ
）

【
〃
副
議
長
】
小
関
幸
一
（
㈱
サ
ン
ノ
ー
企
画
印
刷
）

【
〃
副
議
長
】
小
笠
原
信
吾
（
小
笠
原
法
律
事
務
所
）

【
〃
副
議
長
】
齋
藤
憲
幸
（
㈲
花
シ
ョ
ッ
プ
ポ
ピ
ー
）

【
ひ
と
づ
く
り
委
員
会
委
員
長
】

　
　
　
　
　

佐
藤
和
之
（
長
井
市
役
所
）

【
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員
長
】

　
　
　
　
　

船
山
裕
紀
（
山
田
デ
ザ
イ
ン
）

【
事
務
局
長
】
齋
藤
圭
央
（
長
井
交
通
㈱
）

【
総
務
局
長
】
玉
橋
恵
子
（
長
井
市
役
所
）

【
財
政
局
長
】
橋
本
一
磨
（
長
井
税
理
士
法
人
）

【
特
別
役
員
】那
須
丈
雄（
㈲
金
栄
堂
）※

新

【
監
　
事
】我
妻
　
昇（
我
妻
昇
政
策
研
究
所
）

【   

〃   

】八
木
智
史（
㈱
保
険
工
房
）
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【
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
】

■
平
成
27
年
分
の
所
得
税
か
ら
適
用
さ
れ

る
主
な
改
正
事
項

１
．
改
正
前
の
所
得
税
の
税
率
構
造
に
加

え
て
、
課
税
さ
れ
る
所
得
金
額
４
、
０

０
０
万
円
超
に
つ
い
て
45
％
の
税
率
を

設
け
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
、
次

の
措
置
の
適
用
期
限
（
現
行
：
平
成
29

年
12
月
31
日
）
が
、
平
成
31
年
６
月
30

日
ま
で
１
年
６
か
月
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
①
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
②
特
定
増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
③
住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除

　
④
住
宅
特
定
改
修
特
別
税
額
控
除

　
⑤
認
定
住
宅
新
築
等
特
別
税
額
控
除

　
⑥
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
控
除
額
の

特
例

３
．
公
的
年
金
等
に
係
る
確
定
申
告
不
要

制
度
に
つ
い
て
、
源
泉
徴
収
の
対
象
と

な
ら
な
い
公
的
年
金
等
（
外
国
に
お
い

て
支
払
わ
れ
る
公
的
年
金
な
ど
）
の
支

給
を
受
け
る
者
は
、
こ
の
制
度
を
適
用

で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

４
．「
国
外
転
出
時
課
税
制
度
」
が
創
設

さ
れ
、
平
成
27
年
７
月
１
日
以
後
に
国

外
転
出
（
国
内
に
住
所
及
び
居
所
を
有

し
な
い
こ
と
と
な
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。）
を
す
る
一
定
の
居
住
者
が
１
億
円

以
上
の
対
象
資
産
（
有
価
証
券
等
、
未

決
済
信
用
取
引
等
及
び
デ
リ
バ
デ
ィ
ブ

取
引
を
い
い
ま
す
。）
を
所
有
等
し
て
い

る
場
合
に
は
、
そ
の
対
象
資
産
の
含
み

益
に
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
が

課
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
平
成
27
年
７
月
１
日
以
後
に

１
億
円
以
上
の
対
象
資
産
を
所
有
等
し

て
い
る
一
定
の
居
住
者
か
ら
、
国
外
に

居
住
す
る
親
族
等
（
非
居
住
者
）
へ
贈
与
、

相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
そ
の
対
象
資
産

の
全
部
又
は
一
部
の
移
転
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
移
転
が
あ
っ
た
そ
の
対
象
資
産

の
含
み
益
に
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
】

■
平
成
27
年
分
の
消
費
税
か
ら
適
用
さ
れ

る
主
な
改
正
事
項

　
国
境
を
越
え
た
役
務
の
提
供
に
係
る
消

費
税
の
課
税
の
見
直
し
等
に
つ
い
て

１
．「
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
」
に
係

る
内
外
判
定
基
準
の
見
直
し

　
　
電
気
通
信
回
線
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
）
を
介
し
て
国
内
の
事
業
者
・
消
費

者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
電
子
書
籍
の
配

信
等
の
役
務
の
提
供
（「
電
気
通
信
利

用
役
務
の
提
供
」）
に
つ
い
て
は
、
改

正
前
は
、
国
内
の
事
務
所
等
か
ら
行
わ

れ
る
も
の
の
み
消
費
税
が
課
税
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
10
月
１
日
以

後
、
国
外
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
も
、
国

内
取
引
と
し
て
消
費
税
が
課
税
さ
れ
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
課
税
方
式
の
見
直
し
（「
リ
バ
ー
ス

チ
ャ
ー
ジ
方
式
」
の
導
入
）
等
」

　
　
１.

の
見
直
し
に
伴
い
、
国
外
事
業
者

が
行
う
「
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提

供
」
の
う
ち
、「
事
業
者
向
け
電
気
通

信
利
用
役
務
の
提
供
」（
例
：「
広
告
の

配
信
」
等
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
役
務

の
提
供
を
受
け
た
国
内
事
業
者
に
申
告

納
税
義
務
を
課
す
「
リ
バ
ー
ス
チ
ャ
ー

ジ
方
式
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

３
．
国
外
事
業
者
か
ら
受
け
た
消
費
者
向

け
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
に
係
る

仕
入
税
額
控
除
の
制
限

　
　
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
の
う
ち
、

事
業
者
向
け
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提

供
以
外
の
も
の
（
こ
こ
で
は
、
便
宜
的

に
「
消
費
者
向
け
電
気
通
信
利
用
役
務

の
提
供
」
と
い
い
ま
す
。）
に
つ
い
て
は
、

当
該
役
務
の
提
供
を
行
っ
た
事
業
者
が

申
告
・
納
税
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
国
内
事
業
者
が
国
外
事
業
者
か
ら

消
費
者
向
け
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提

供
を
受
け
た
場
合
、
当
分
の
間
、
当
該

役
務
の
提
供
に
係
る
仕
入
税
額
控
除
を

制
限
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
た
だ
し
、
一
定
の
要
件
の
下
、
国
税

庁
長
官
の
登
録
を
受
け
た
登
録
国
外
事

業
者
か
ら
受
け
る
消
費
者
向
け
電
気
通

信
利
用
役
務
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
そ

の
仕
入
税
額
控
除
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

■
そ
の
他

　
簡
易
課
税
制
度
の
み
な
し
仕
入
率
の
見

直
し
に
つ
い
て

　
簡
易
課
税
制
度
の
み
な
し
仕
入
率
が
次

の
と
お
り
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
○
金
融
業
及
び
保
険
業
が
、
第
四
種
事

業
か
ら
第
五
種
事
業
へ

　（
み
な
し
仕
入
率
60
％⇒

50
％
）

　
○
不
動
産
業
が
第
五
種
事
業
か
ら
新
た

に
設
け
ら
れ
た
第
六
種
事
業
へ

　（
み
な
し
仕
入
率
50
％⇒

40
％
）

　
　
こ
の
見
直
し
は
、
平
成
27
年
４
月
１

日
以
後
に
開
始
す
る
課
税
期
間
（
個
人

事
業
者
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
平
成

28
年
分
）
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
贈
与
税
】

■
平
成
27
年
分
の
贈
与
税
か
ら
適
用
さ
れ

る
主
な
改
正
事
項

１
．
暦
年
課
税
に
つ
い
て

(１)
暦
年
課
税
の
場
合
に
お
い
て
、
平
成
27

年
１
月
１
日
以
降
に
、
直
系
尊
属
（
父

母
や
祖
父
母
な
ど
）
か
ら
財
産
の
贈
与

を
受
け
た
人
（
贈
与
を
受
け
た
年
の
１

月
１
日
に
お
い
て
20
歳
以
上
の
人
に
限

り
ま
す
。）
の
そ
の
財
産
に
係
る
贈
与
税

の
額
は
、
一
般
税
率
で
は
な
く
、「
特
例

税
率
」
を
適
用
し
て
計
算
し
ま
す
。

(２)
「
特
例
税
率
」
の
適
用
を
受
け
る
場
合
で
、

次
の
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
贈
与
税
の
申
告
書
と
と
も

に
、
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
人

の
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書

類
で
そ
の
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び

そ
の
人
が
贈
与
者
の
直
系
卑
属
に
該
当

す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

①「
特
例
税
率
の
適
用
を
受
け
る
財
産
」

の
み
の
贈
与
を
受
け
た
場
合
で
、
そ
の

財
産
の
価
額
か
ら
基
礎
控
除
額
（
１
１

０
万
円
）
を
差
し
引
い
た
後
の
金
額
（
課

税
価
格
）
が
３
０
０
万
円
を
超
え
る
と

き

 

②「
特
例
税
率
の
適
用
を
受
け
る
財
産
」

と
「
一
般
税
率
の
適
用
を
受
け
る
財
産
」

の
両
方
の
贈
与
を
受
け
た
場
合
で
、
そ

の
両
方
の
財
産
の
価
額
の
合
計
額
か
ら

基
礎
控
除
額
（
１
１
０
万
円
）
を
差
し

引
い
た
後
の
金
額
（
課
税
価
格
）※

が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
と
き

※

「
一
般
税
率
の
適
用
を
受
け
る
財
産
」
に

つ
い
て
配
偶
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る

場
合
に
は
、
基
礎
控
除
額
（
１
１
０
万

円
）
と
配
偶
者
控
除
額
を
差
し
引
い
た

金
額
（
課
税
価
格
）
と
な
り
ま
す
。

２
．
相
続
時
精
算
課
税
に
つ
い
て

　
適
用
対
象
者
の
範
囲
の
拡
大
な
ど
相
続

時
精
算
課
税
の
適
用
要
件
が
変
わ
り
ま

し
た
。

３
．
住
宅
取
得
等
資
金
の
非
課
税
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
６

月
30
日
ま
で
の
間
に
直
系
尊
属
（
父
母

や
祖
父
母
な
ど
）
か
ら
の
贈
与
に
よ
り
、

自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
用
の

家
屋
の
新
築
、
取
得
又
は
増
改
築
等
の

対
価
に
充
て
る
た
め
の
金
銭
を
取
得
し

た
場
合
に
お
い
て
、
要
件
を
満
た
す
と

き
は
、
一
定
の
非
課
税
限
度
額
ま
で
の

金
額
に
つ
い
て
、
贈
与
税
が
非
課
税
と

な
り
ま
す
。

【
申
告
・
納
税
期
限
】

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税

　
３
月
15
日(

火)

ま
で
に
申
告
・
納
税

　
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
３
月
31
日(

木)

ま
で
に
申
告
・
納
税
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中
小
企
業
向
� 

平成28年度 税制改正のポイント 報 報報報報報報報速 

法人実効税率20％台への引き下げをはじめ 
設備投資を促進する税制改革が実現！ 

長井商工会議所 
日本商工会議所 

※本チラシ内の「中小企業」とは資本金1億円以下の法人です 

Copyright 2016 The Japan Chamber of Commerce and Industry. All rights reserved. 長井商工会議所・日本商工会議所

法人実効税率20％台への引き下げが実現！ 

少額減価償却資産の特例の延長＜２年間＞ 

機械・装置の固定資産税の減税措置の創設 

交際費の損金算入特例の延長＜２年間＞ 

○平成28年度に法人実効税率（現行：32.11％）が2.14％引き下げられ、29.97％となり
ます。また、平成30年度には、さらに0.23％引き下げられ、29.74％となります。

 （法人税（国税）：現行23.9％→平成28年度：23.4％→平成30年度：23.2％）

※東京都では平成28年度以降も同等の税率で超過課税をしたものとして試算 

 
 

 
 

現行 改正後 
(平成27年度) (平成28年度) 

※標準税率の場合 

32.11％ 
29.97％ 

▲2.14％ 

29.74％ 

(平成30年度) 

▲2.37％ 

現行より 現行より 

東京都は33.10%※ 東京都は30.86%※

※資本金１億円超
の大法人の場合
の税率 

東京都は30.62%※

○中小企業が取得する一定の条件を満たす機械・装置の固定資産税（注）が３年間、
 ２分の１に減免されます。

中小企業 

策定 

認定生産性向上計画 

生産性向上設備 

事業 
所管大臣 認定 

【対象】
・中小企業が認定計画に基づき新規に取得する機械
装置（生産性を高める機械装置）が対象
※要件：①160万円以上、②生産性１％向上（10年以内に販売
開始）

取得価額 償却方法 

30万円未満 
全額損金算入 
（即時償却） 

20万円未満 
3年間で均等償却 
（残存価額なし） 

10万円未満 
全額損金算入 
（即時償却） 

合計
300万
円まで 

中小企業 
（従業員が

1,000人以下） 

○中小企業が取得した３０万円未満の減価償却資産について、
合計額３００万円まで全額損金算入（即時償却）を認める制度
が２年間延長されます（従業員1,000人以下の企業が対象）。

○中小企業の交際費のうち限度額（800万円）までを損金算入で
きる制度が２年間延長されます。

○交際費のうち接待飲食費の５０％までを損金算入することがで
きる制度（大企業も適用可能）についても、２年間延長されます。

※中小企業の税率 
（法人税（国税）） 
所得800万円まで15％ 
（法人実効税率：約23％） 

認 ※対象となる機械・装置の例 

ソフトウェア組込型（ＮＣ）
複合加工機金属加工機械

飲食費 飲食費 

飲食費以外（贈答品等） 飲食費以外 

800万円

飲食費（50％まで） 飲食費 

飲食費以外（贈答品等） 

損金算入可能 

中小企業のみ
が対象

全ての企業
が対象

企業の活力強化に資する税制 

6,500万円の機械・装置
を購入した場合、税額
が３年間で約200万円か
ら約100万円に軽減 

記載 
された 

全ての企業
が対象

（注）固定資産税の税率：1.4％
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※繰越期間については、
中小企業も対象

Copyright 2016 The Japan Chamber of Commerce and Industry. All rights reserved. 長井商工会議所・日本商工会議所

（本チラシは、平成28年1月6日現在の情報をもと
に作成しております。消費税の軽減税率について
は、別途作成予定です（平成28年1月現在）。） 

車体課税の見直し 

新築住宅の固定資産税の減税の延長 

減価償却の見直し 欠損金繰越控除の見直し（資本金１億円超の企業） 

外国人旅行者向け消費税免税制度の拡充 

企業版ふるさと納税の創設 

外形標準課税の見直し （資本金１億円超の企業） 

○法人が、地方公共団体が行う地方創生に資する事業に寄付を行った場合に、法人事業税・法人住民税及び法人税の税額
控除を行う制度が創設されます。

損金算入（約３割） 
法人税、住民税、事業税 

（１割） 
法人 
事業税 

（２割） 
法人住民税 
＋法人税 

企業負担（約４割） 

寄 付 金 額

損金算入による
負担軽減（現行） 新たな税額控除

○新築住宅の固定資産税の減額措置の適用
期限が２年延長されます。

住宅の種類 期間 減税額 対象床面積 

一般の住宅 ３年間 
１／２ 

居住部分に係る床面
積で120㎡が限度 

マンション ５年間 

○グリーン化特例（自動車税、軽自動車税）を見直した上で、１年間延長されます。
○自動車取得税については消費税10％引き上げ時に廃止され、自動車税・軽自動車税に環境性能割が新たに導入されます。

  
2015年度燃費基準 2020年度燃費基準 

達成 ＋５％達成 ＋10％達成 達成 ＋10％達成 ＋20％達成 

乗用車 ３％ ２％ １％ ０％ 

軽自動車 ２％ １％ ０％ 

営業車 ２％ １％ 0.5％ ０％ 

【環境性能割税率】
（H29.4～H31.3）
※普通車の場合

○法人事業税における所得割と外形標準課税（資本割・付加価値割）の比率が現行の５：３から３：５に変更されます。
○外形標準課税の拡大により負担増となる法人（欠損法人、事業規模に比して所得が小さい法人）のうち、付加価値額が30億円以下の法
人は３年間、税負担が軽減されます（付加価値額30億円超40億円未満の企業も別途軽減されます）。

所得割
6.0％

付加
価値割
0.72％

資本割
0.3％

平成27年度（現行）

所得割
3.6％

付加
価値割
1.2％

資本割
0.5％

平成28年度

○建物と一体的に整備される「建物附属設備」や建物同様に長期
安定的に使用される「構築物」について、償却方法が「定額法」
に一本化されます。

資産の区分 償却方法 

建物附属設備 
および構築物 定額法 

建物附属設備・構築物の例：
 エレベーター、冷暖房設備、煙突 等

○欠損金繰越控除について、控除限度が平成29年度は65％から
60％へ引き下げ、平成30年度は50％から55％へ引き上げられます。

地方創生に資する税制 

○外国人旅行者向けの免税販売対象の購入下限額が「５千円以上」に引き下げられます。

現行：一般物品 １万円超 → ５千円以上
    消耗品  ５千円超 → ５千円以上

※一般物品の例

家電 工芸・民芸品

※消耗品の例

○外国人旅行者向けの免税販売対象の購入下限額が「５千円以上」に引き下げられます。

※消耗品の例

食品 化粧品 薬品

内需拡大に資する税制 

※建物は従来より定額法

その他法人課税の見直し 

平成26 
年度 

平成27 
年度 

平成28 
年度 

平成29 
年度 

平成30 
年度 

控除
限度 80％ 65％ 65％→

60％
50％→
55％ 50%

繰越
期間 ９年 ９年 ９年

10年→
９年

10年

一般住宅：3年間 マンション：5年間

※三大都市圏にある交付
税不交付団体は対象外

平成28年度
の課税標準

×

×

平成27年度
の税率

平成28年度
の税率

（所得割6.0％ 資本割0.3％ 付加価値割0.72％）

（所得割3.6％ 資本割0.5％ 付加価値割1.2％）

＝

＝

負担増
加額の
75％を
軽減 

※付加価値額30億円以下の場合

所得割
付加
価値割

資
本
割

所得割
資
本
割

付加
価値割

策定 

都道府県・
市町村 

地方版 
総合戦略 

県・
村

事業者 

※地方創生に資する事業の例

地元での就職支援 林業再生プロジェクト

寄付

税額控除

自動車取得税３％（軽自動車、
営業車は２％）は廃止
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日　時：２月２１日（日）
　　　16:00～19:30
会　場：ふるさと回帰支援センター
　　　（東京都千代田区有楽町
　　　2-10-1東京交通会館5階）

内　容：①山形県の概要、山形県の創業支援施策に
　　　　 ついて
　　　 ②首都圏から山形県へ移住し創業した先輩
            経営者の話
　　　　　　■テキサスカウボーイ／三上久直氏
　　　　　　■RAISE HAIR／冨樫裕介氏
　　　 ③創業時に利用できる融資制度
　　　 ④気軽にご相談ください！「創業交流会」

お問い合わせ：山形商工会議所　
　　　　　　　　TEL:023-622-4666

「経済産業省予算に係る補助金等説明会」開催のご案内

■税務個別相談のご案内■税務個別相談のご案内
　確定申告の準備はお進みでしょうか。長井商工会
議所 中小企業相談所では、東北税理士会長井支部
の協力により、個人事業主の確定申告・決算処理に
関する個別相談室を開設します。ご相談は無料です
が、事前の予約が必要です。
　是非お気軽にご利用くださいますようご案内申し
上げます。

◆日　時
　①２月２６日（金）　13時 30分～ 16時 30分
　②３月　４日（金）　13時 30分～ 16時 30分
　③３月　９日（水）　13時 30分～ 16時 30分
　④３月１４日（月）　10時 00分～ 16時 30分
　　　　　　　　　　　　　※④は電子申告相談
　　　
◆場　所
　長井商工会議所相談室

　ご相談時間は３０分が目安です。
　前の方の相談状況により、お待ちいただく場合も
あります。
　帳簿類持参のうえお越しください。

【お問い合わせ】
　　　長井商工会議所　中小企業相談所

■日　時：２月１０日（水）13:30 ～ 15:00
　　　　　※ 説明会終了後（15:00 ～ 17:00）
　　　　　　 個別相談会を開催します。事前の
　　　　　　 申し込みが必要です。

■内　容：経済産業省の企業等向け支援施策について
　　　　　①試作開発・設備投資・研究開発
　　　　　　・生産性向上設備投資促進税制
　　　　　　・ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金（ものづくり補助金）
　　　　　②販路開拓
　　　　　　・中小企業・小規模事業者海外展開戦略支援事業
　　　　　③魅力的なまちづくり
　　　　　　・地域・まちなか商業活性化支援事業
　　　　　④起業・創業
　　　　　　・地域創業促進支援事業
　　　　　⑤省エネルギーの推進
　　　　　　・中小企業等の省エネ・生産性革命投資促進事業
　　　　　⑥小規模事業者向け支援事業
　　　　　　・小規模事業者支援パッケージ事業（小規模事業者持続化補助金など）

■お問い合わせ　長井商工会議所　TEL:84-5394

　政府は、平成２７年度補正予算（案）の経済対策及び平成２８年度予算（案）により、経済の好循環を
実現していくことにしています。今回の説明会では、これらの予算に係る地域経済活性化支援策、企業様
向けの支援措置等について、経済産業省東北経済産業局の担当者からご説明いただきます。

■会　場：タスパークホテル３階アイリス

■参加費：無料

■説明者：経済産業省 東北経済産業局
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親族以外への事業承継
～中小零細企業のための賢い会社の継がせ方～

～利益が２倍になる価格決定と交渉のしくみ～

「製造業の経営改善」セミナー

◆日　時：２月１８日（木）15:30 ～ 17:30

◆会　場：タスパークホテル　３階アゼリア

◆講　師：宮田則夫氏（宮田工業㈱取締役会長）

◆受講料：無料

★受講者全員に、宮田
氏の著書「バカ息子
より猫に会社を継が
せたいと考えている
経営者へ」をプレゼ
ント！

※詳しくは折込チラシ
をご覧ください。

ホントに読めてる？
知識ゼロからの決算書の読み方

ホントに読めてる？
知識ゼロからの決算書の読み方

「事業承継」セミナー「事業承継」セミナー中小企業会計啓発・普及セミナー

◆日　時：２月２５日（木）13:30 ～ 16:30

◆会　場：長井商工会議所 会議室

◆講　師：鈴木　孝明氏
　　　　　　（税理士・社会保険労務士）

◆受講料：無料

※詳しくは折込チラシをご覧ください。

●日　時：３月２４日（木）9:00 ～ 17:00
　　　　　３月２５日（金）9:00 ～ 17:00

●会　場：タスパークホテル
　主なカリキュラム（予定）
・社会人としての基本姿勢

・職場での心構え

・新入社員に期待されていること

・会社で働くことということはどういうことか？

・会社の中で守らなければならないことはなにか？

・志（ビジョン）をもって働く

・会社と社員の関係は？

・良きビジネスパーソンとなるために

・ビジネスマナーの基本

・来客対応の仕方

・電話対応の仕方

・職業人サバイバル計画作成

◆受講料：会員事業所  8,000 円
　　　　　非会員事業所 15,000 円

◆お問い合わせ：
　新入社員採用事業所や当所、長井法人会、
西置賜雇用対策協議会員事業所には封書にて
間もなくご案内いたします。詳細は当所まで
お問い合わせください。

◆日　時：３月３日（木）16:30 ～ 18:30

◆会　場：タスパークホテル　３階アゼリア

◆講　師：照井清一氏
　　　　　　　（㈱アイリンク代表取締役）

◆交流会：セミナー終了後、講師を囲んでの懇
　　　　　親会を開催します。

◆参加料：受講料は無料。
　　　　　交流会へ参加する方
　　　　　のみ 5,000 円

２０１６年新入社員セミナー２０１６年新入社員セミナー

～資金繰りがわかれば未来が変わる～

※詳しくは
　折込チラシを
　ご覧ください。

：宮田則夫氏（宮田工業㈱取締役会長）

★受講者全員に、宮田
氏の著書「バカ息子
より猫に会社を継が
せたいと考えている
経営者へ」をプレゼ

詳しくは折込チラシ
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長井ロボットプロジェクト責任監修
会 員 談 話 室

特許・商標に関する
 　　悩みや課題はありませんか？

まずは【知財総合支援窓口】にご相談ください！

　この「知財総合支援窓口」は、原則毎月第３火曜日
に知財総合支援アドバイザー（窓口支援担当）が、皆
様の知的財産に関する悩みや課題を、ワンストップ
で解決するための支援を行います。また、その場で
の支援が難しい場合は、知財専門家（弁理士など）
と共同で支援いたします。

以下のようなご相談が無料です。
・特許や商標などの出願手続き方法や登録までの  
費用を知りたい。

・製品開発の前に先行する技術の調査を行いたい
が調査はどうするの？

・自社技術の知的財産権による保護手段を知りた
い、活用したい。

・知的財産での保護を図りながら地域ブランドの確
立を目指したい。

●日程
平成 28年  ２ 月 16日（火） 13 時～ 16 時
平成 28年  ３ 月 15日（火） 13 時～ 16 時

●会場
長井商工会議所　相談室
「知財総合支援窓口」へのご相談は、原則として予約
制です。
　　　　　　　☎８４ー５３９４　　高橋まで

（平成28年1月25日現在）
1.15

2,000
※1,500 万円を超える場合は
　別途書類が必要になります。

詳しいことは中小企業相談所へ

㈱シダ 志田　俊雄 志田　敦史
（公社）長井青年会議所 板垣　洋一 井上　典嗣
土田旅館 土田　康一 土田　久子
酒肴庵天六 勝見　輝生 勝見　弘道

●代表者変更のお知らせ
事業所名 前代表者 新代表者

（敬称略）

●
前事業所名 新事業所名

仙台コカ・コーラボトリング㈱
米沢営業所

コカ・コーライーストジャパン㈱
山形支店米沢セールスセンター

事業所名変更のお知らせ

●
事業所名 前住所 新住所

三井住友海上火災保険㈱
山形支店米沢支社 米沢市金池5-3-2 米沢市金池2-2-8INビル

所在地変更のお知らせ

＋今月の献血＋

☆全血のみで、200mℓと400mℓの全血献血ができます。

2月17日㈬
那 須 建 設 ㈱
公立置賜長井病院 13:30～15:30

9:00～11:30
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年
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恥
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第13回ながい雪灯り回廊まつり

日時：平成28年2月6日（土）　
　　　16：45　オープニングセレモニー
　　　17：00　ランタン一斉点灯

場所：長井市中心市街地

主催：ながい雪灯り回廊まつり実行委員会
　　　（長井市観光協会内）TEL:0238-88-5279
　　　URL　http://samidare.jp/yukiakari/
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長 井 支 店　TEL:0238-84-1674YAMAGATA  GUARANTEE

中小企業診断士による

経営相談会のご案内経営相談会のご案内
どなたでも無料！！

　山形県信用保証協会は、融資に関する保証だけでなく、保証協会内の中小企業診断士
を中心に、中小企業・小規模事業者の皆様の総合支援機関として経営相談を含めた経営
支援・期中支援に積極的に取り組んでおります。
　企業が抱える経営課題等を客観的に捉え、解決策を一緒にお考えいたします。
　また、創業をお考えの方からのご相談もお受けいたします。

☆どうぞお気軽においでください。

開 催 日　　原則として毎月第２木曜日
開催時間　　10：00～ 17：00

２月は　
2/9（火）
２月は　
2/9（火）
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商工会議所青年部 第14回 全国サッカー大会　長井大会

企業協賛・広告大募集！
　長井商工会議所青年部会では、招致活動が実を結び、悲願でありました『商工会議
所青年部第14回全国サッカー大会』を開催いたします。
　つきましては、全国より1,000名規模の参加者を迎えるにあたり、大会の成功及び
長井市を全国に発信すべく、皆様より協賛金・広告掲載のご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

受付期間  平成28年2月1日㈪～3月31日㈭ 検索YEG サッカー最新情報はこちら
yeg-football.jp

◆ お申込み・お問い合わせ先 ◆
長井商工会議所青年部会事務局  　担当：高橋和巳・高橋勇貴
長井市館町北6-27　　TEL：0238-84-5394　FAX：0238-88-3778

5,000円（一口）
サッカー大会歓迎のぼり
（一口につき一枚進呈）

●広告掲載料
　（A4サイズ）

中面カラー印刷
１ページ

1/2ページ

1/4ページ

1/8ページ

40,000円
20,000円
10,000円
5,000円※写真はイメージです

特典

企業協賛金 記念誌への広告掲載


